
月～日　
上海でＣＩＴＭ（中国国際旅行博覧会）


東
方
芸
術
展
　

出
展
者

作

品

（８）第２７７１号 第３種郵便物認可 ２０１４年（平成２６年）１０月１８日（土曜日）

　
中
国
国
家
観
光
局
駐
日
本
国
代
表
処
、
天
津
市
観
光
局

な
ど
は

月

～

日
の
５
日
間
、
「
天
津
文
化
観
光
ウ

ィ
ー
ク
及
び
衆
芳
所
在
―
東
方
芸
術
展
」
を
東
京
・
港
区

の
東
京
中
国
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
く
。

　
中
国
を
代
表
す
る
港
湾
都
市
と
し
て
栄
え
た
天
津
市
の

文
化
遺
産
、
観
光
素
材
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
。
天
津
南
開
大
学
東

方
芸
術
学
部
の
芸
術
家
も
来
日
す
る
。
書
画
、
篆
刻
の
実

演
、
陶
磁
器
の
展
示
も
行
う
。
イ
ベ
ン
ト
に
先
立
ち
、
天

津
の
観
光
の
魅
力
を
紹
介
す
る
。

　
天
津
市
は
、
中
国
の
４
大
直
轄
市
の
一
つ
で
、
中
国
北

方
の
渤
海
経
済
圏
の
中
心
都
市
だ
。
国
際
貿
易
で
有
名
な

一
大
港
湾
都
市
で
も
あ
る
。
北
京
と
の
距
離
は
１
２
０
㌔

㍍
で「
京
津
城
際
鉄
路（
新
幹
線
）」が
約

分
で
結
ぶ
。

　
天
津
濱
海
国
際
空
港
に
は
、

カ
国
の
航
空
会
社
が
乗

り
入
れ
、
１
０
０
を
超
え
る
航
空
路
線
が
あ
る
。
年
間
旅

客
数
は
１
千
万
人
を
超
え
る
。
日
本
の
都
市
と
の
間
を
結

ぶ
航
空
路
線
も
新
規
路
線
、
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
就
航
が
活

発
化
し
て
い
る
。

　
天
津
港
は
世
界
最
大
の
人
工
深
水
港
で
、
貨
物
輸
送
で

は
１
８
０
カ
国
・
５
０
０
港
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
米
国

や
イ
タ
リ
ア
を
は
じ
め
と
し
た
大
型
客
船
も
数
多
く
入

港
。同
時
に
６
隻
の
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
の
停
泊
が
可
能
で
、

年
間

万
人
の
通
客
能
力
を
有
す
る
。
日
中
韓
ア
ジ
ア
ル

ー
ト
の
ク
ル
ー
ズ
船
も
多
数
運
航
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の

国
内
外
ク
ル
ー
ズ
の
拡
大
、
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。

『天津文化観光ウィーク及び衆芳所在－
東方芸術展』
開幕式：月日（月）午後３時～
挨拶、テープカット、席画披露と交流
展　　示：月日（月）～日（金）

午前時分～午後５時分
※最終日午後４時まで

講　　演：「私の初めての中国」（学生４
人）
月日（木）午後４時～６時

セミナー：「天津観光の可能性」（天津の
旅行会社）
月日（金）午前時分～
午後時分

開催地：東京中国文化センター　東京都
港区虎ノ門３－５－１　森ビ
ル１階

主催団体：東京中国文化センター、中国
駐日本観光代表処、天津市観
光局、天津市美術家協会、南開
大学東方芸術学部

後援団体：中華人民共和国駐日本国大使
館、新華社日本総局、日本外務
省、日本国土交通省観光庁、日
本政府観光局（ＪＮＴＯ）、一
般社団法人日中友好協会、日
中友好議員連盟、社団法人日
中協会、一般財団法人日本中
国文化交流協会、一般社団法
人日本旅行業協会、一般社団
法人全国旅行業協会、一般社
団法人東京華僑総会、日本華
僑華人文学芸術界聯合会（予
定含む）

　
今
年
の
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｍ（
中
国
国
際
旅
行
博
覧
会
）

は

月

日
（
金
）
か
ら

日
（
日
）
ま
で
、

上
海
新
国
際
博
覧
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
。

Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｍ
は
毎
年
国
内
外
か
ら
２
千
人
以
上
の

セ
ラ
ー
、
千
人
以
上
の
バ
イ
ヤ
ー
が
参
加
す
る

大
型
旅
行
博
覧
会
で
、
会
期
中
は
世
界
各
地
か

ら
参
加
者
が
集
結
す
る
。

日
に
開
幕
を
迎

え
、
３
日
間
に
わ
た
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
商
談
や
交

易
会
、
特
色
あ
る
ブ
ー
ス
出
展
に
よ
る
観
光
情

報
の
紹
介
、
発
信
が
行
わ
れ
る
。

　
上
海
市
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
（
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
、

エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
・
イ
ベ
ン
ト
）
施
設
は
非
常

に
豊
富
。

以
上
の
展
示
施
設
、
二
つ
の
大
型

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
１
０
０
を
超
え

る
高
級
ホ
テ
ル
が
あ
る
。

　
年
間
を
通
じ
て
、
国
際
レ
ベ
ル
の

展
示
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、

本
年
秋
以
降
も
中
国
国
際
医
療
設
備

設
計
と
技
術
展
、
上
海
紡
績
服
飾
展

示
会
、
２
０
１
４
ア
ジ
ア
電
子
展
・

中
国
国
際
半
導
体
博
覧
会
な
ど
が
目

白
押
し
だ
。

　
ま
た
市
内
、
周
辺
都
市
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
客
層
の
好
み
に
合
っ
た
観
光

ス
ポ
ッ
ト
が
数
多
く
点
在
。
高
速
鉄

道
の
発
達
に
伴
っ
て
、
蘇
州
や
杭
州
な
ど
の
近

郊
都
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
も

分
か
ら
１
時
間
ほ

ど
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
上
海
の
便
利
さ
や
選

択
肢
の
多
さ
が
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
前
後
の
プ
レ
・
ポ

ス
ト
ツ
ア
ー
の
満
足
度
の
高
さ
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　
中
国
は
２
０
１
３
年
に
世
界
最
大
の
海
外
旅

行
市
場
と
な
り
、
４
年
に
は
約
１
億
２
千
万
人

の
海
外
旅
行
者
を
送
出
す
る
予
測
が
あ
る
他
、

現
在
世
界
３
位
の
観
光
客
受
け
入
れ
国
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
の
観
光
市
場
は
ま
す
ま
す
伸
び

る
見
込
み
だ
。

　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｍ
の
詳
細
、
出
展
希
望
は
公
式
Ｈ
Ｐ

か
ら
ア
ク
セ
スhttp://www.citm.com.cn

。

古
文
化
街
　
天
津
十
景
の
１
つ
で
、
国
家
５
Ａ
級
の

観
光
地
。
中
国
・
天
津
・
文
化
・
昔
と
い
っ
た
要
素

を
有
す
る
。

黄
崖
関
長
城
　
世
界
文
化
遺
産
で
国
家
第
一
陣
の
４

Ａ
級
観
光
地
。
毎
年
、
国
際
マ
ラ
ソ
ン
大
会
も
開
か

れ
る
。

東
彊
港
国
際
客
船
母
港
　
毎
年
１
０
０
隻
ほ
ど
の
国

際
豪
華
客
船
が
来
往
し
て
い
る
。

西
洋
風
建
築
群
　
租
界
地
が
あ
っ
た
た
め
、
街
に
は
エ
キ

ゾ
チ
ッ
ク
な
風
情
が
残
る
。天
津
五
大
道
に
は
、英
、仏
、

伊
、
独
な
ど
の
西
洋
風
建
築
２
３
０
棟
、
有
名
故
人
宅


余
棟
が
並
び
「
万
国
博
物
館
」
と
呼
ば
れ
る
。

上
海
新
国
際
博
覧
セ
ン
タ
ー

張
文
恒
　
南
開
大
学
東
方
芸

術
部
教
授
。
作
品
は
か
つ
て

第
一
回
中
国
油
絵
双
年
展
、


年
中
国
芸
術
大
展
中
国
画

作
品
展
、第
九
回
全
国
美
展
、

第
十
二
回
全
国
美
展
油
絵
分

展
、
国
画
分
展
等
の
展
覧
会

に
出
展
し
賞
を
受
賞
、
専
門

書
や
画
集
を

余
り
出
版
し

て
い
る
。

張
顯
果
　
天
津
南
開
大
学
東

方
芸
術
部
芸
術
学
専
攻
修

士
。
河
北
美
術
学
院
講
師
。

　
作
品
『
大
山
』
は
建
党


周
年
大
型
美
術
采
風
展
入
圍

賞
を
受
賞
。
『
高
原
の
光
』

は
中
国
高
等
芸
術
院
在
校
学

生
美
術
作
品
年
鑑
一
等
賞
を

受
賞
。『
深
林
尽
出
人
家
』、

『
古
道
雲
山
澗
』
の
両
作
品

は
北
京
大
芸
博
展
覧
に
入
選

し
た
。

朱
紅
師
　
天
津
南
開
大
学
東
方
芸
術
部
卒
業
。
南
開
東
方

芸
術
部
教
師
学
生
書
画
連

展
、
鴻
徳
芸
術
館
南
開
九
人

展
、
北
京
７
９
８
「
墨
韻
　

心
象
」双
人
展
な
ど
に
参
加
。

尹
顯
祖
　
天
津
南
開
大
学
東

方
芸
術
部
卒
業
。
首
都
師
範
大
学
美
術
学
院
修
士
。

南
開
東
方
芸
術
部
教
師
学
生

書
画
連
展
、
鴻
徳
芸
術
館
南

開
九
人
展
な
ど
に
参
加
。

徐
振
飛
　
天
津
南
開
大
学
東

方
芸
術
部
卒
業
。
首
都
師
範

大
学
美
術
学
院
修
士
。
南
開

東
方
芸
術
部
教
師
学
生
書
画

連
展
、
鴻
徳
芸
術
館
南
開
九

人
展
、
北

京
７
９
８

「
墨
韻
　

心
象
」
双

人
展
、

「
清
風
文

脉
」
個
展

な
ど
に
参

加
。

胡
健
　
天
津
南
開
大
学
文
学

院
東
方
芸
術
部
、
芸
術
設
計

部
客
員
教
授
。
中
国
書
家
協

会
会
員
、
天
津
美
術
家
協
会

会
員
、
天
津
市
河
東
区
書
協

副
主
席
。

書
道
作
品
は
全
国
第
十
二
回

群
星
賞
優
秀
賞
を
受
賞
な

ど
。

篆
刻
作
品
は
西
泠
印
社
第
一

回
、
第
四
回
、
第
五
回
国
際

篆
刻
書
道
展
中
国
印
大
展
に

出
展
。

陳
聿
東
　
天
津
南
開
大
学
東

方
芸
術
部
教
授
。
天
津
美
術

家
協
会
理
論
委
員
会
副
主

任
、
九
三
学
社
書
画
院
特
別

招
聘
画
家
。
作
品
は
国
内
外

の
主
要
な
展
覧
会
に
多
く
出

展
し
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

一
部
の
作
品
は
国
内
外
の
収

蔵
家
や
関
係
機
関
に
収
蔵
さ

れ
て
い
る
。

著
作

『
国
画
芸
術
』
『
中

国
近
現
代
名
家
画
集
』
『
外

国
美
術
通
識
』
『
仏
教
文
化

百
科
』『
仏
教
と
彫
塑
芸
術
』

『
中
国
大
百
科
全
書
・
美
術

巻
』
等
。

張
永
敬
　
天
津
南
開
大
学
文

学
院
東
方
芸
術
部
教
授
、
教

学
指
導
委
員
会
委
員
。
中
国

美
術
家
協
会
会
員
、
天
津
美

協
理
事
。
天
津
市
第
十
三
～

十
六
回
人
民
代
表
大
会
代

表
。

作
品
は
第
一
回
全
国
少
数
民

族
美
展
優
秀
作
品
賞
、
天
津

市
魯
迅
文
芸
賞
等
多
く
の
賞

を
受
賞
。

出
版
は『
中
国
花
鳥
画
概
論
』

『
浥
露
香
冷
画
菊
花
』
『
張

永
敬
花
鳥
画
集
』
等
。

王
振
　
天
津
南
開
大
学
東
方
芸
術
部
修
士
。

作
品
は
東
方
芸
術
部
優
秀
９

人
展
に
参
加
、
『
山
水
清
賞

系
列
』
５
作
品
が
入
選
し

「
大
芸
之
境
」
中
国
学
院
青

年
芸
術
家
激
展
に
巡
回
展
覧

さ
れ
た
。

『
滄
樹
有

閑
』
、

『
水
墨
清

賞
系
列
』

は
第
四
回

中
国
高
校

美
術
作
品

学
年
展
優

秀
賞
等
を

受
賞
。

孟
威
　
人
文
芸
術
院
院
長
、

天
津
南
開
大
学
文
学
院
客
員

教
授
。中
国
書
家
協
会
会
員
、

天
津
市
書
家
協
会
理
事
、
天

津
市
書
協
青
少
年
書
道
委
員

会
副
主
任
兼
秘
書
長
等
。

「
全
国
少
年
児
童
書
道
教
育

十
大
名
師
」
「
天
津
市
第
四

回
徳
芸
双
馨
」
等
を
受
賞
。

『
大
型
書
道
集
字
叢
帖
』

『
中
国
書
道
二
十
八
経
典
』

『
中
国
歴
代
書
道
精
粋
』

『
篆
刻
辺
款
』
等
。

趙
均
　
画
家
、
教
授
。
天
津

南
開
大
学
東
方
芸
術
学
部
部

長
、
教
学
及
び
学
術
指
導
委

員
会
委
員
、
天
津
芸
術
独
立

論
壇
副
理
事
長
。

主
要
著
作

『
趙
均
画
集
』

『
白
描
教
学
』
『
国
画
写
生

と
創
作
』
『
美
術
語
言
学
研

究
』
等
。

黄
景
鋒
　
江
西
省
陶
磁
芸
術

大
家
、
江
西
省
高
級
工
芸
美

術
師
、
中
国
工
芸
美
術
協
会

会
員
、
景
徳
鎮
美
術
協
会
会

員
。
中
国
工
芸
美
術
大
家

（
青
花
大
王
）
黄
買
九
の
弟

子
。

武
灵
雨
　
天
津
南
開
大
学
美

術
学
修
士
。中
国
絵
画
専
攻
。

許
書
瀚
　
江
西
省
工
芸
美
術

師
、
江
西
省
高
級
技
師
、
第

十
三
回
「
瓷
都
十
大
傑
出
青

年
」
を
受
賞
。

中
国
工
芸
美
術
大
家
で
あ
る

馮
傑
、
江
西
省
工
芸
美
術
大

家
で
あ
る
張
中
聞
の
弟
子
。

作
品
『
歓
天
喜
地
』
は
第
八

回
全
国
陶
磁
器
大
会
金
賞
を

受
賞
な
ど
。

姫
忠
華
　
天
津
南
開
大
学
東

方
芸
術
部
芸
術
学
修
士
。
北

方
民
族
大
学
設
計
芸
術
学
院

中
国
画
部
主
任
、
教
授
。

作
品
『
衆
志
成
城
』
は
第
十

一
回
美
展

に
入
選
。

『
清
梅
』

は
全
国
中

国
画
展
に

入
選
し

た
。

張
俊
　
天
津
美
術
学
院
中
国

画
花
鳥
専
攻
修
士
。
天
津
市
十
佳
青
年
美
術
家
で
あ
る
。

中
国
美
術
家
協
会
会
員
、
天

津
市
美
術
家
協
会
理
事
、
天

津
農
学
院
芸
術
部
主
任
、
副

教
授
。

作
品
『
幽
香
』
は
全
国
書
、

詩
、
絵
展
覧
会
優
秀
賞
を
受

賞
。

『
江
南
江

北
雪
漫

漫
』
は
天

津
市
第
一

回
花
鳥
画

大
展
金
賞

を
受
賞
。

馮
聨
娜
　
景
徳
鎮
美
術
協
会

会
員
、
景
徳
鎮
市
高
級
陶
磁

器
美
術
師
、
江
西
省
陶
磁
器

美
術
師
。

中
国
工
芸
美
術
大
家
の
馮
傑

氏
よ
り
学
ぶ
。
作
品
『
春
意

盎
然
』
は
第
十
二
回
国
家
工

芸
美
術
師
展
「
金
賞
」
を
受

賞
。
『
榮
華
富
貴
』
は
２
０

１
１
年
深
セ
ン
芸
博
会
「
金

賞
」
を
受
賞
。
作
品
は
江
西

省
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い

る
。


